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The New Chemical Explorer

不思議な

「力」を

   豊かさへ。

不思議な

「力」を

   豊かさへ。

統合へ向けた三井化学の経営戦略
～石化事業の変革を中心にして～

２００２年１１月１９日

三井化学　社長　中西宏幸
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「地球環境との調和」を目指す３Ｒの取り組み

石化事業変革の三つの柱

当社石化事業を取り巻く環境の分析

石化事業の変革

環境への対応

戦略課題の抽出
①エチレンセンターからプロピレンセンターへの転換
   （大阪工場）
②高コスト構造の変革によるコスト削減
③得意技術の強化による差別化と集中

三井化学 第１回 触媒科学国際シンポジウム終わりに
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石 化 事 業 の 変 革
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石化事業変革の三つの柱石化事業変革の三つの柱

②高コスト構造の変革による
     コスト削減

①エチレンセンターからプロ
    ピレンセンターへの転換
（大阪工場）

石化事業の変革

・日 ・日本の石化は小型非効率設備が乱立
・大阪工場ではプロピレンの需要が旺盛 ・インフラコ
・領域の広いポリマーサイエンス ・中東エタンベースによるエチレン流入
・充実したプロピレン誘導品 ・巨大欧米メーカーのアジア本格進出
・アジア市場、特に中国市場の拡大 ・日

ポジティブ要因 ネガティブ要因

（当社石化事業を取り巻く環境の分析）

（戦略課題の抽出）

③当社得意技術の強化に
    よる差別化と集中

インフラコストが高い

・日・日本のエチレン需給は供給過多

・日本のプロピレン需給はタイト
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当社石化事業を取り巻く環境の分析

戦略課題の抽出

石化事業の変革

①エチレンセンターからプロピレンセンターへの転換
   （大阪工場）
②高コスト構造の変革によるコスト削減
③得意技術の強化による差別化と集中



5

38

30

14

0

10

20

30

40

1 2 3 4 5 6

48

20

0

10

20

30

40

50

60

1 2 3 4 5 6

日本の石化は小型非効率設備が乱立日本の石化は小型非効率設備が乱立

ＰＥ １系列の生産能力 ＰＰ １系列の生産能力

（万ｔ／年） （万ｔ／年）

世界最大
Ａｔｏｆｉｎａ
（‘０２年稼動）

現在日本最大
出光石化

 建設中
 三井化学（大阪）

世界最大
ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ
（‘００年稼動）

日本最大
日本 エボリュー（市原）

◆国内ＰＥメーカーは９社、約６０系列あり、１系列当たりの平均生産能力は７万ｔ弱。
   １系列での最大の生産能力は２０万ｔ。
    世界最大は４８万ｔとその差は大きい。 
◆国内ＰＰメーカーは５社、約３０系列あり、１系列当たりの平均生産能力は９万ｔ弱。
   １系列での最大の生産能力は１４万ｔ。
   世界最大は３８万ｔで、現在建設中の当社ＰＰプラントはそれに匹敵する。

環境分析（ネガティブ要因）
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環境分析（ネガティブ要因）

アジア基準と比較してインフラコストが高いアジア基準と比較してインフラコストが高い

（前提：ＰＰ２５Ｋｇ紙袋充填）

◆日本のインフラコスト格段に高い
※ コスト差幅充填包装：約３円／Ｋｇ、インランドチャージ：約４円／Ｋｇ（前提：１２０円／＄）

（三井化学推定）

（前提：４０ｆｔコンテナー輸送）
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００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６

中東からアジアへのエチレン流入量（百万トン）

（年度）

中東エタンベースによるエチレン流入が脅威中東エタンベースによるエチレン流入が脅威

      イラン他の中東勢が石化事業に参入
       エタンベースの安価なエチレンがアジアに流入
      
       欧米巨大メーカーの中国進出

（三井化学推定）

・中東地区合計 ：　９２９万トン
・中国合計        ：  ４４０万トン（うち欧米勢によるもの  ３８０万トン）

Ａｍｉｒ Ｋａｂｉｒ ＰＣ イラン ０２年

Ｑａｔａｒ Ｃｈｅｍ カタール 〃

Ａｒｖａｎｄ ＰＣ イラン ０３年

Ｊubail Ｕnited ＰＣ サウジアラビア ０４年

Ｐａｒｓ ＰＣ イラン ０５年

Ｊａｍ ＰＣ イラン 〃

ＳＡＢＩＣ サウジアラビア 〃

クウェート国営石化 クウェート ０６年

Ｍａｒｕｎ ＰＣ イラン 〃

カタール国営石油 カタール ０７年

ＢＡＳＦ 中国 ０４年

ロイヤルダッチシェル 中国 ０５年

ＢＰ 中国 〃

エクソンモービル 中国 ０７年

大慶石化 中国 〃

会　社　名 国　名 生産能力(万ﾄﾝ/年) 完成時期

５２

５０

１１０

１１０

８０

１３０

６０

１１０

８５

１００

１３２

８０

９０

９０

６０
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中東、中国における大型エチレンプラント新設計画（０２～０８年）

環境分析（ネガティブ要因）
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日本のエチレン生産能力は内需を大きく上回る日本のエチレン生産能力は内需を大きく上回る

生産能力

内需

（万トン）

◆ 日本内需は６００万トン／年を割っており、大幅な供給過多
◆ 過剰エチレンは輸出、生産調整で対応

需要伸長率 ００／０６＝▲１．６％

過不足量

（出展：経済産業省）

環境分析（ネガティブ要因）

０３ （年度）
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◆２００５年に日本のプロピレンバランスは逆転し、内需が生産量を上回る
◆日本のエチレン生産量が低下した場合は更にプロピレンは不足する

日本のプロピレン需給はタイト日本のプロピレン需給はタイト

生産量

内需

過不足量

（万トン）
需要伸長率 ００／０６＝１．２％

（三井化学推定）

環境分析（ポジティブ要因）

４６１

（年度）
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大阪工場 市原工場

大阪工場ではプロピレンの需要が旺盛大阪工場ではプロピレンの需要が旺盛

（万トン） ２００１年度エチレンバランス

◆大阪工場はバランスしている
◆市原工場の若干供給過分は他の地域へ出荷している

（万トン）

◆大阪工場は供給不足
◆市原工場の過剰プロピレンは大阪工場等他地域に出荷している

２００１年度プロピレンバランス
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大阪工場 市原工場

供給
供給

需要
需要

過不足
過不足

４１

４９

▲８

５１

４５

６

ＦＣＣ

環境分析（ポジティブ要因）

ＦＣＣ

４５

※

※ 堺（PP)需要を含む
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Ⅱ．  今後の事業展開

ＰＰ

Ｒ－ＰＰ

ＴＰＸ ＰＢ－１

ＰＢＲ
ＶＬＤＰＥ

ＬＤＰＥ

ＬＬＤＰＥ

プラストマー

エラストマー

ＥＰＴ

ＥＶＡ、ＥＭＡＡ

アイオノマー

ＰＳ
ＡＢＳ

ＥＣＯ－ランダム ＰＡ－ＴＰＥ

ＣＯＣ

ＨＤＰＥ

ＡＳ

ＰＰＯ

ＰＵ

ポリエステル系ＴＰＥ

軟質塩ビ

ＰＶＤＣ
ＥＣＯ－ａｌｔ

ＰＢＴアーレン

ナイロン
ＰＩ

ＰＥＴ

ＬＣＰ

硬質塩ビ

ＰＥＥＫ
ＰＥＳＰＥＮ

ＰＣ

αー０１／ｃｙｃ－０１

スチレン系ＴＰＥ

当社生産品

関係会社生産品

当社のポリマーサイエンス領域の広い当社のポリマーサイエンス

硬
い

柔
ら
か
い

軽い 重い

◆ 柔らかい樹脂から硬い樹脂、
     軽い樹脂から重い樹脂と広範囲
     の合成樹脂を製造でき、顧客
     ニーズへの対応が可能

◆ 新たな触媒技術（例えばＦＩ触媒
     等ポストメタロセン触媒 ）で、
      高機能を付与した新規 ポリマー
      が合成でき、当社ポリマー領域
      が更に拡大

密度

弾
性
率

ポストメタロセン触媒等新規触媒

メタロセン触媒
ポストメタロセン触媒等新規触媒

チーグラー触媒
メタロセン触媒

環境分析（ポジティブ要因）
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環境分析（ポジティブ要因）

ｱﾙｷﾙﾌｪﾉｰﾙ

オクタノール

ｲｿﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ

αメチルスチレン

充実したプロピレン誘導品が当社の強み充実したプロピレン誘導品が当社の強み

   当社保有誘導品

三井化学“プロピレンツリー”

◆ 充実したプロピレン誘導品
◆フェノールツリーとのシナジーに
    より、より充実した製品群を持つエポキシ樹脂

ＢＰＡ

フェノール

アセトン

ポリプロピレン

ＰＯ

ＰＰＧ

ＴＰＸ

プロピレン

ＡＡＭ

アクニロニトリル

ＥＰＲ

メタ・パラクレゾール、
ＲＳ、ＨＱ
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当社石化事業を取り巻く環境の分析

戦略課題の抽出

石化事業の変革

①エチレンセンターからプロピレンセンターへの転換
   （大阪工場）
②高コスト構造の変革によるコスト削減
③得意技術の強化による差別化と集中
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①エチレンセンターからプロピレンセンターへの転換
（大阪工場）

①エチレンセンターからプロピレンセンターへの転換
（大阪工場）

プロピレンセンター化

   ・大阪工場におけるＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）
   ・大阪工場のプロピレンセンター化
ポリプロピレンのＳ＆Ｂによるコスト削減

ＳＣＭ（サプライチェーンマネージメント）の変革

課題

プロピレンセンター化
原料オレフィンの強化

ＰＰのＳ＆Ｂ
（３０万トン／年）
製造面の徹底的な
コストダウン

ＳＣＭの変革
物流・充填包装費の
徹底的なコストダウン

プロピレンを軸にしたコンビナートの構造改革
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大阪工場におけるＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）大阪工場におけるＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）

Ｃ２
４５万ｔ

Ｃ３
２８万ｔ

Ｃ４系
１７万ｔ

ベンゼン
トルエン
キシレン
他ナ

フ
サ
分
解

Ｃ２
４１万ｔ

Ｃ４系

◆採用技術
  名称：ＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）
  ライセンサー：ＡＢＢ Ｌｕｍｍｕｓ Ｇｌｏｂａｌ Ｉｎｃ．
  主反応：Ｃ２Ｈ４＋Ｃ４Ｈ８→２Ｃ３Ｈ６
   大阪工場におけるプロピレン得率（Ｃ３／Ｃ２）
     ：０．６ → １．０

◆総投資額
   約４０億円

◆完工予定
   ２００４年８月

◆Ｃ２ ４万ｔ、Ｃ４系１０万ｔからＣ３ １４万ｔ製造

◆ＯＰＣ生産２８万ｔと合せて
    大阪工場で４２万ｔ製造

◆ＦＣＣからの１９万トンを加えると、大阪工場の
   プロピレンの供給量は６２万トン

Ｃ２Ｈ４＋Ｃ４Ｈ８→２Ｃ３Ｈ６
（４万ｔ）    （１０万ｔ）      （１４万ｔ）

エチレン ブテン プロピレン

（定修年ベース）

Ｃ３
４２万ｔ

課題
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大阪工場のプロピレンセンター化大阪工場のプロピレンセンター化
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大阪工場はプロピレン供給量がエチレン供給量を上回る       プロピレンセンター

ＯＣＵ設置前（２００５年） ＯＣＵ設置後（２００５年）

エチレン エチレン

プロピレン プロピレン（万トン）
（万トン）

供給 供給 供給 供給
需要 需要 需要 需要
過不足

過不足

過不足 過不足

ＦＣＣ

ＦＣＣ
４８

４１

７

４８

６４

▲１６

４４
４１

３

６２ ６４

▲２

◆大阪工場は、ＯＣＵ設置後エチレン、プロピレンともにバランスする

課題
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製造コスト

製造コスト

物流コスト
物流コスト

ポリプロピレンのＳ＆Ｂによるコスト削減ポリプロピレンのＳ＆Ｂによるコスト削減

［大阪でのＳ＆Ｂ計画概要］

　　・３プラント、２２８千トン／年→　１プラント、３００千トン／年

　　・スケジュール　　完工：０３年９月、営業運転：０４年１月

［Ｓ＆Ｂによるコストダウン］
コスト削減

年間５７億円
年間５０億円のコストダウン

＊生産銘柄の削減（５０→５銘柄）

＊汎用品の専用系列化

＊運転人員の削減

＊バルク、フレキシブルコンテナによる出荷のみとする
ことにより、物流システムを刷新

年間７億円のコストダウン

ＳＭＰＯ全体として年間３０億円（含 大阪
ＰＰ ７億円）の物流コストダウンを計画

課題
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０１年度

０５年度

償却費・金利

物流費 償却費・金利

物流費
労務費・修繕費他

労務費・修繕費他

ＳＣコスト要素を構成する
ビジネスモデルの変革

原料・用役 原料・用役

◆トータルコストダウン(全体最適)の観点 から削減策を策定し、推進する

製造コスト＋物流コスト＋調達コスト＋間接コスト→ミニマム化

 ＊あらゆるインベントリーの削減

 ＊リファイナリー、同業他社との地域連携

 

②高コスト構造の変革によるコスト削減②高コスト構造の変革によるコスト削減

ＳＣコスト削減目標額：３００億円

ＳＣＭ（サプライチェーンマネージメント）の変革

（全社の石化・基礎化学品を対象）

課題
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 （１）当社得意技術への研究資源重点投入

       ・差別化製品創出のための触媒開発促進
        ・アロマ系製品の大型化技術開発促進

        ・アプリケーション技術（樹脂加工、コンパウンド、アロイ化等）の応用に
        よる差別化製品創出

 （２）当社得意技術による差別化と集中
        ・高密度ＰＥ：ＦＩ触媒による高機能樹脂の開発

        ・メタロセンＰＥ（ＨＡＯ－ＬＬ）：プレミアム市場（貼合フィルム）の形成

        ・ＰＰ：ベースレジン、コンパウンドの開発力による自動車市場での
              地位強化

        ・エラストマー：メタロセン化促進による更なる新規用途開発

        ・ＰＥＴ樹脂：新触媒の投入

課題

③得意技術の強化による差別化と集中③得意技術の強化による差別化と集中
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三井化学の触媒開発は世界をリードする三井化学の触媒開発は世界をリードする

選択
固体触媒

生体触媒固体触媒

固体触媒

金属触媒

錯体触媒

金属均一系

メタロセン触媒

有機－非金属
錯体触媒

酵素
触媒

   植物生産

有機－金属分子錯体 有機－有機分子錯体

化学合成
（縮重合等）

オレフィン重合

極性モノマー
重合

バイオ技術
による全化
学品及びポ
リマー合成

高
選
択
性

テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
性

ＰＺＮ触媒

Ziegler-Natta
触媒

  ＦＩ触媒／ポスト
   メタロセン 触媒

◆ 当社の触媒科学が触媒開発の歴史を作る
◆ 汎用触媒からテーラーメイド性の高い触媒への
    進化を続けている

当社が手がけている触媒

※

※ 植物内に酵素触媒を仕込み、植物体内で有効な
    化合物を合成させる。

課題
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次世代オレフィン重合触媒への展開次世代オレフィン重合触媒への展開

新規超高分子量

ポリマー

超高分子量

低分子量

製造プロセス

合理化・革新 ポリマー構造
精密制御

N

O
R 1

R 3

R 2

新規高性能ゴム、

新規エラストマー

共重合

超高活性

新規低分子量樹脂

既存樹脂の

高品質化

新規高性能･高機能ポリオレフィン

リビング重合

極性モノマー共重合
etc.

 FI触媒

MCl2

2

課題
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Ⅱ．  今後の事業展開

ＰＰ

Ｒ－ＰＰ

ＴＰＸ ＰＢ－１

ＰＢＲ
ＶＬＤＰＥ

ＬＤＰＥ

ＬＬＤＰＥ

プラストマー

エラストマー

ＥＰＴ

ＥＶＡ、ＥＭＡＡ

アイオノマー

ＰＳ
ＡＢＳ

ＥＣＯ－ランダム ＰＡ－ＴＰＥ

ＣＯＣ

ＨＤＰＥ

ＡＳ

ＰＰＯ

ＰＵ

ポリエステル系ＴＰＥ

軟質塩ビ

ＰＶＤＣ
ＥＣＯ－ａｌｔ

ＰＢＴアーレン

ナイロン
ＰＩ

ＰＥＴ

ＬＣＰ

硬質塩ビ

ＰＥＥＫ
ＰＥＳＰＥＮ

ＰＣ

αー０１／ｃｙｃ－０１

スチレン系ＴＰＥ

当社生産品

関係会社生産品

当社のポリマーサイエンス領域の広い当社のポリマーサイエンス

硬
い

柔
ら
か
い

軽い 重い

◆ 柔らかい樹脂から硬い樹脂、
     軽い樹脂から重い樹脂と広範囲
     の合成樹脂を製造でき、顧客
     ニーズへの対応が可能

◆ 新たな触媒技術（例えばＦＩ触媒
     等ポストメタロセン触媒 ）で、
      高機能を付与した新規 ポリマー
      が合成でき、当社ポリマー領域
      が更に拡大

密度

弾
性
率

ポストメタロセン触媒等新規触媒

メタロセン触媒
ポストメタロセン触媒等新規触媒

チーグラー触媒
メタロセン触媒

環境分析（ポジティブ要因）



2311

  

ＰＰ

Ｒ－ＰＰ

ＶＬＤＰＥ

ＬＤＰＥ

ＬＬＤＰＥ

エラストマー

ＥＰＴ

ＨＤＰＥ

当社のポリマーサイエンスＦＩ触媒によりさらに拡大する当社のポリマーサイエンス

硬
い

柔
ら
か
い

軽い 重い

◆ ＦＩ触媒により新たなポリマーの展開
     が可能になり、ポリマーサイエンス
     の領域がさらに拡大する

密度

弾
性
率

ＦＩ触媒による次世代オレフィン重合体

チーグラー触媒
メタロセン触媒

23

      ＦＩ触媒による新規ポリマー領域

新規高分子量

新規ゴム・
エラストマー

新規低分子量

新規高性能・高強度
ポリオレフィン

超強度フィルム
超強度ロープ

塗装可能ＰＰ
接着樹脂
粉体塗装原料

洗浄剤
添加剤
化粧品ベース

タイヤ素材
パッキング
ポリオレフィン改質材

課題
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環 境 へ の 対 応
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［ 具 体 例 ］

「地球環境との調和」を目指す３Ｒの取り組み

製造段階での環境負荷低減（Ｒｅｄｕｃｅ）

資源利用、エネルギー、
環境排出（大気・水質・廃棄物）、
コスト

使用段階でのエネルギー低減
　　　　　　　　　 　 （Ｒｅｄｕｃｅ）

                        有害物質低減
　　　　　　　　　　　（Ｒｅｐｌａｃｅ）

　　　　　　　　
廃棄段階でのリサイクル性向上
                             （Ｒｅｃｙｃｌｅ）

                        有害物質低減
                             （Ｒｅｐｌａｃｅ）

高活性触媒などによる、原料原単位、
エネルギー原単位、排出物原単位の向上

再生ＰＥＴ、アロイ樹脂、新ホフマンＰＡＭ、
リサイクル可能バンパーなど

ノンハロゲン殺虫剤、ノンハロゲン回路材料、
鉛フリーハンダ対応樹脂、クロムフリー防錆
塗料、ノンフロン発泡ウレタンなど

排ガス除害剤、ダイオキシン分解触媒、
湿式酸化排水処理技術、排水フッ素除去
剤、 生分解性プラ、アスベスト代替パルプ、
農ＰＯなど

高強度･軽量化樹脂（ハイゼックス、エボリュー）、
パウダー成形技術など

環境対応

25
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CO2排出量とエネルギー原単位の推移
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C
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2
排
出
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（
万
ｔ/
年
）

（
炭
素
換
算
）

8 0

85

90

95

100

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
指
数

製造段階における環境負荷低減

 

 

 

 

プロセスの効率化、コージェネレーション
の導入などにより、エネルギー原単位を
２０１０年度までに１９９０年度比９０％に
するという目標を既に達成

ＣＯ２排出量を２０１０年度までに１９９０年
レベルに削減するという目標も達成

環境対応

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
指
数

排
出
量
（
炭
素
換
算
）

ＣＯ２

（万トン／年）

ＣＯ２排出量とエネルギー原単位の推移

（Ｒｅｄｕｃｅ）

◆
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１９８８年建設
８万ﾄﾝ/年ﾌﾟﾗﾝﾄ
（装置面積：１．０）
（スチーム原単位：１．０）

チーグラー触媒
溶液反応

触媒とプロセスの革新

（Ｒｅｐｌａｃｅ、Ｒｅｄｕｃｅ）

８０ ９０ １００
透明性（％）

透明不透明

２

１

０

強
さ
（
ｋ
ｇ
）

強
い

弱
い

ﾒﾀﾛｾﾝ触媒

ﾁｰｸﾞﾗｰ触媒

フィルムの性質

１９９７年建設
２０万ﾄﾝ/年ﾌﾟﾗﾝﾄ
（装置面積：０．４）
（スチーム原単位：０．６）

メタロセン触媒
気相反応

製造段階からの環境負荷低減製造段階からの環境負荷低減

ポリエチレン製造プラント

環境対応
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１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０１０
(年)

ボ
ト
ル
の
重
量
（g

）

＊　内容液１００ｃｃ当たりのボトルの重量

＊

４

６

８

５

３

１

２

７

９

薄肉ｿﾌﾄ
ﾀｲﾌﾟﾎﾞﾄﾙ

詰換え容器

ガラス、金属瓶の代替
　　（Ｒｅｐｌａｃｅ）

　薄肉軽量化
（Ｒｅｄｕｃｅ）

７ｇ

３ｇ

４０ｇ

（ガラス）

（ポリエチレン）

軽
い

取手付き
ボトル

Ｒｅｐｌａｃｅ

Ｒｅｄｕｃｅ

ボトルの例

チーグラー触媒

重量 １／６

チーグラー触媒

重量 １／６

メタロセン触媒

重量 １／２

メタロセン触媒

重量 １／２

新触媒（ＦＩ触媒な
重量 更なる軽量化

新触媒（ＦＩ触媒など）
重量 更なる軽量化

１９６０

パ
イ
プ
の
肉
厚
（mm

）

薄
い

２０

１０

２０１０年

パ
イ
プ
の
重
量
（kg/

m

）

軽
い

２０

１０

３０ ３０

０ ０
１９７０ １９８０ １９９０ ２０００
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給水管、
一般管

配水管
＆継手

ガス管

＆継手

金属管

真空

下水管

金属管の代替
　（Ｒｅｐｌａｃｅ）

　薄肉化
（Ｒｅｄｕｃｅ）

Ｒｅｐｌａｃｅ

Ｒｅｄｕｃｅ

＊

＊　パイプ外径１２５mm換算

パイプの例

チーグラー触媒

重量 １／３

チーグラー触媒

重量 １／３

メタロセン触媒

肉厚 １／２

メタロセン触媒

肉厚 １／２

新触媒（ＦＩ触媒な
肉厚 更なる薄肉化

新触媒（ＦＩ触媒など）
肉厚 更なる薄肉化

薄肉軽量化による環境負荷低減薄肉軽量化による環境負荷低減

◆ガラス、金属からの代替による軽量化
◆触媒科学等ポリマーサイエンスによる薄肉軽量化の推進

環境対応
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�����������������������

�����������������������

�����������������������

�����������������������

高強度
再生ＰＥＴアロイ

廃棄
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

繊維
ｼｰﾄ

射出成形
押出し成形

ゴミ袋

内装用建材

自販機用ゴミ箱

◆ 特殊相溶化剤による高強度イ
      ・ ゴミ袋
        ・自販機用ゴミ箱

◆  資源循環型社会対応商品
      ・再生品比率：８０％以上
      ・ 燃焼カロリー燃焼
      有毒ガス、焼却灰の無発生

再生ペットの例リサイクルによる環境負荷低減（再生ペットの例）リサイクルによる環境負荷低減（再生ペットの例）

◆アロイ化により、再生ペットのリサイクルを可能にした

環境対応

◆特殊相溶化剤による高強度アロイ

・  燃焼カロリー減少
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乳酸
デンプン ＬＡＣＥＡ

植物 成形品

微生物

バイオリサイクル

微生物による分解

発酵

成形加工

直接重合法
（世界初）

コンポスト袋

生分解性ポリマー　ＬＡＣＥＡＴＭ の例

循環型ポリマーによる環境負荷低減（生分解性ポリマー  ＬＡＣＥＡの例）循環型ポリマーによる環境負荷低減（生分解性ポリマー  ＬＡＣＥＡの例）

◆植物由来と生分解性による循環型ポリマー

環境対応
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三井化学
第１回
三井化学
第１回
The First Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2003)

ノーベル賞
受賞者が語る

重合触媒最前線 三井化学が永年に亘って培ってきた触媒科学における研究ネットワークを通して、国内外より触媒開発
の先導者を講演者としてお招きして「触媒科学国際シンポジウム」を開催するはこびとなりました。

触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

開催日／２００３年３月１７～１８日

会　 場／かずさアカデミアホール
　　　　　　（千葉県木更津市）

詳　 細／次のホームページご参照
http://www.mitsui-chem.co.jp/mics/index.htm

主　 催／三井化学株式会社
連絡先／Ｅ－ｍａｉｌ（ＭＩＣＳ２００３事務局）

　　　　　　MICS2003@mitsui-chem.co.jp

Jean-Marie Lehn教授
（ルイ パスツール大学）

Walter Kaminsky教授
（ハンブルク大学）

Maurice S. Brookhart教授
（ノースカロライナ大学）

Tobin J. Marks教授
（ノースウェスタン大学）

Krzysztof Matyjaszewski教授
（カーネギーメロン大学）

岡本佳男教授
（名古屋大学）

 基調講演

野依良治教授
（名古屋大学）

 招待講演 （次の方々の他に、国内外産業界の第一人者の方々のご講演を予定しております。）
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お問合わせ先  ：  ＩＲ・広報室
電             話  ：  ０３－３５９２－４０６０
Ｆ   Ａ   Ｘ         ：  ０３－３５９２－４２１１
ホームページ   ：  http://www.mitsui-chem.co.jp
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